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京
都
・平
安

京

穀
倉
院
跡

所
在
地
　
　
　
一爪
都
市
中
京
区
西
ノ
京
栂
尾
町

・
星
池
町

調
査
期
間
　
　
一
　

一
九
九
八
年

（平
１０
）
一
二
月
１

一
九
九
九
年
三
月

一
一　
一
九
九
九
年
七
月
―

一
〇
月

発
掘
機
関
　
　
関
西
文
化
財
調
査
会

調
査
担
当
者
　
吉
川
義
彦

遺
跡
の
種
類
　
都
城
跡

遺
跡
の
年
代
　
九
世
紀
―

一
九
世
紀

遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

一
　

一
九
九
八
年
度
の
調
査

平
安
京
朱
雀
大
路
及
び
右
京

三
条

一
坊
二
町
を
含
む
調
査
で

＞

あ
る
。
右
京
三
条

一
坊
二
町
は
、

精
穀
倉
院
推
定
地
に
あ
た
つ
て
い

綿
る。この調査区では朱雀大

卜

路
の
路
面

。
西
側
溝
、
穀
倉
院

立
ロ醐

東
築
地
の
西
側
溝
を
検
出
し
た
。

瑯

木
簡
は
、
東
築
地
西
側
溝
の
埋

土
中
か
ら
、
九
世
紀
前
半
の
土

器

・
輔
の
羽
日

・
対
蝸

（取
鍋
）
。
木
炭
片

・
焼
土
と
と
も
に
出
土
し
て
い
る
。

一
一　
一
九
九
九
年
度
の
調
査

平
安
京
右
京
三
条

一
坊
二
町
の
西
側
部
分
の
調
査
で
あ
る
。　
一
の
調
査
地
の

真
西
に
相
当
す
る
。
九
世
紀
の
井
戸

・
土
坑
、
江
戸
時
代
の
土
坑
を
検
出
し
た
。

木
簡
は
、　
一
人
―

一
九
世
紀
前
半
の
土
器

・
陶
磁
器
を
伴
う
土
坑
よ
り
、
合

計
三
二
点
出
土
し
た
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
う
ち
の
主
な
も
の
を
紹
介
す
る
。
ま

た
墨
書
で
は
な
い
が
、
「□
吉
」
、
方
形
枠
に

一ｍ
斜
理
の
焼
印
が
あ
る
木
製
品

も
出
土
し
て
い
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

一
　

一
九
九
八
年
度
の
調
査

。
　
。
　

　

　

長
上
工
□
□

日
日
Ｈ
□

　

□

。
日
日

日
□
回
□
三
□
　
　
　
　
　
　
　
　
（馬
Ｘ
Ｓ
Ｉ
］
霞

木
簡
の
年
代
は
、
共
伴
の
土
器
か
ら
九
世
紀
前
半
と
推
定
さ
れ
る
。
同
時
に

輔
の
羽
日

・
対
蝸

・
木
炭

・
焼
土
が
出
土
す
る
の
で
、
木
簡
の

「長
上
工
」
は

鋳
造
に
従
事
し
た
可
能
性
が
高
い
。
穀
倉
院
の
手
工
業
部
門
と
し
て
は
京
城
の

「造
道
橋
料
」
が
あ
る
が
、
そ
の
成
立
は
寛
平
四
年

（人
九
一
じ
、
あ
る
い
は
貞

観

一
七
年

（八
七
五
）
―
廷
喜

一
四
年

（九
一
四
）
と
推
測
さ
れ
る

（山
本
信
吉

「穀
倉
院
の
機
能
と
職
員
」
ｑ
平
安
王
朝
』
有
精
堂
　
一
九
七
六
年
〕
・
井
山
温
子

「穀

倉
院
の
財
政
機
能
と
そ
の
意
義
」
ｑ
史
泉
』
七
四
　
一
九
九
一
年
〕
。
し
た
が
っ
て
、



1999年出土の木簡

本
木
簡
は
造
道
橋
料
成
立
以
前
の
も
の
で
あ
り
、
九
世
紀
前
半
に
、
穀
倉
院
の

内
部
で
鋳
造
作
業
が
実
施
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
そ
の
内
容
は
不
明
で

あ
る
が
、
設
備
工
事
や
修
理
作
業
な
ど
を
想
定
し
う
る
。

一
一　
一
九
九
九
年
度
の
調
査
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い
の
京
都
町
奉
行
所
は
東
西
両
奉
行
所
が
あ
る
が
、
西
町
奉
行
所
は
現
在
の

中
京
区
西
ノ
京
北
聖
町
、
東
町
奉
行
所
は
職
司
町
に
所
在
し
、
と
も
に
調
査
地

の
東
側
の
間
近
に
あ
た
る
。
ま
た
、
西
町
奉
行
所
の
与
力

・
同
心
屋
敷
が
西
町

奉
行
所
に
南
隣
し

（職
司
町
）、
さ
ら
に
そ
の
南
に
東
町
奉
行
所
の
与
力

。
同
心

屋
敦
が
あ
つ
た

（南
聖
町
・
勧
学
院
町
）。
東
西
の
町
奉
行
所
に
そ
れ
ぞ
れ
与
力

二
〇
人

・
同
心
五
〇
人
が
所
属
す
る
。
木
簡
の
人
名
の
う
ち
、
飯
室
と
い
う
姓

は
、
京
都
西
町
奉
行
所
与
力
に
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
「上
〔酢
光

ほ
か
の
姓
を
も
つ
与
力
は
、
在
任
し
て
い
な
い

（『翁
草
』
巻
六
二

塁
日
本
随
筆

(いずれも赤外線画像)

大
成
』
第
三
期
二
〇
〕、
『京
都
覚
書
』
ｑ
日
本
都
市
生
活
史
料
集
成
』

一
、
三
都
編

Ｉ
〕）
。
し
た
が

っ
て
こ
れ
ら
の
人
物
は
京
都
西
町
奉
行
所
与
力
と
は
考
え
難
い
。

し
か
し
、
「御
用
」
と
あ
る
下
に
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
推
し
て
、
町
奉
行

所
と
何
ら
か
の
関
わ
り
の
あ
る
者
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
こ
れ
以
外
の

木
簡
は
町
奉
行
所
と
の
関
連
は
認
め
ら
れ
な
い
。

木
簡
の
解
読
は
宇
佐
美
英
機
氏
、
有
坂
道
子
氏
、
西
山
良
平
が
行
な

っ
た
。

画
像
は
赤
外
線
ス
キ
ャ
ナ
ー
を
使
用
し
、
入
力
は
宮
原
健
吾
氏
に
依
頼
し
た
。

（
１
１
７
　
吉
川
義
彦
　
８
　
西
山
良
平

全
爪
都
大
学
》




